
　　　

厚
生
労
働
省
が
昨
年
９
月
に
発
表
し

た
「
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の

提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
と
「
高
齢
者
、

児
童
、
障
害
者
な
ど
の
支
援
窓
口
を
一つ

に
束
ね
、
分
野
を
問
わ
ず
対
象
者
の
状

況
に
応
じ
て
包
括
的
に
相
談
・
支
援
を

行
え
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
」と
あ
る
。

こ
の
大
き
な
流
れ
を
本
市
は
ど
う
考
え

る
か
。

　　

昨
年
度
よ
り
開
始
し
た
総
合
窓
口
と

福
祉
課
は
隣
接
し
て
お
り
、
専
門
員
を

配
置
し
て
い
る
の
で
、
多
様
な
相
談
に

迅
速
に
対
応
で
き
て
い
る
と
理
解
す
る
。

　　

子
ど
も
課
を
作
る
の
も
一
考
。
ネ
ウ

ボ
ラ
と
対
応
す
る
組
織
に
な
る
。

　　
そ
れ
に
よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
や

子
ど
も
の
健
診
等
も
一
カ
所
で
で
き
る

と
い
い
。

　　

家
庭
相
談
員
や
母
子
自
立
支
援
員
、

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
員
、
被
保

護
者
就
労
支
援
員
な
ど
臨
時
で
１
人
配

置
で
あ
る
。
複
数
人
で
複
数
業
務
を
分

担
し
、
１
人
が
欠
け
て
も
切
れ
目
な
く

補
い
合
え
る
組
織
に
す
べ
し
。

　　

利
点
は
多
い
。
検
討
し
た
い
。

　　

本
市
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
外
国
人
が
１
２
４
人
（
カ
ン

ボ
ジ
ア
34
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
27
人
、
中

国
23
人
）い
る
。温
か
く
迎
え
入
れ
、就
労
、

生
活
、
宗
教
な
ど
悩
み
な
く
過
ご
し
て

ほ
し
い
。

　

就
労
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
労
働

基
準
監
督
署
が
担
当
す
る
が
、
そ
の
存

在
や
連
絡
先
を
知
ら
な
け
れ
ば
無
意
味
。

入
国
後
住
民
登
録
の
機
会
に
多
言
語
対

応
で
情
報
提
供
す
べ
し
。
ま
た
就
労
以

外
の
相
談
は
市
が
窓
口
で
あ
る
べ
し
。

　　

そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

　

厚
労
省
が
国
内
で
就
労
す
る
外
国
人

を
対
象
に
労
働
条
件
や
相
談
窓
口
を
記

し
た
７
カ
国
語
版
の
パ
ン
フ
が
あ
る
の

で
活
用
す
る
。
既
に
市
内
で
外
国
人
労

働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
所
に
は
持
参

し
、
雇
用
主
と
情
報
交
換
を
行
い
た
い
。

ま
た
長
崎
労
働
局
が
多
言
語
対
応
で
き

る
の
で
必
要
に
よ
り
支
援
を
頼
む
。

　
　

　

玄
海
原
発
の
再
稼
働
に
壱
岐
、
伊
万

里
、
神
埼
の
市
長
が
反
対
。
黒
田
市
長

も
反
対
す
べ
き
だ
。

　　

市
に
判
断
す
る
専
門
的
知
見
が
な

い
。

　
　

　

11
月
、
玄
海
原
子
力
防
災
協
議
会
。

出
席
は
内
閣
府
と
３
県
、
30
キ
ロ
圏
の

８
市
町
。
事
実
上
、
再
稼
働
の
た
め
の

会
議
。
松
浦
と
壱
岐
は
市
長
が
出
席
。

な
ぜ
、
平
戸
は
副
市
長
出
席
か
。

　　

市
長
は
長
崎
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
使

と
日
蘭
協
会
の
会
長
と
の
懇
談
。

　　
会
議
で
各
自
治
体
の
避
難
計
画
は
「
合

理
的
」
と
判
断
さ
れ
た
。
計
画
で
安
全
に

避
難
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

　

平
戸
の
避
難
計
画
に
は
不
十
分
な
と
こ

ろ
も
あ
る
。

　　

日
本
の
子
ど
も
の
６
人
に
ひ
と
り
は

貧
困
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
協
力
開
発
機
構

35
カ
国
の
中
で
も
最
悪
水
準
。

就
学
援
助
は
重
要
な
子
ど
も
の
貧
困
対

策
。
平
戸
市
の
援
助
率
は
国
・
県
の
半

分
。
私
は
繰
り
返
し
、
制
度
改
善
を
求

め
て
き
た
。

　　

来
年
度
は
制
度
案
内
を
兼
ね
た
申
請

書
を
全
保
護
者
に
配
布
す
る
な
ど
の
改

善
を
す
す
め
た
い
。

　　

国
会
で
育
児
休
業
改
正
法
案
が
成
立
。

日
本
共
産
党
の
山
下
芳
生
参
院
議
員
が

地
方
公
務
員
の
非
常
勤
職
員
へ
の
適
用

を
求
め
た
の
に
対
し
、総
務
大
臣
が
「
自

治
体
に
対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
指
導
す
る
」
と
答
弁
。
県
内
で
制
度

導
入
し
て
い
な
い
の
は
平
戸
・
長
崎
・

島
原
の
３
市
の
み
。
平
戸
市
も
導
入
を
。

　　

来
年
度
か
ら
導
入
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
関
連
遺
産
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
が
、

平
成
30
年
の
登
録
を
目
指
し
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル・
体
制
な
ど
に
変
化
が
あ
る
か
。

　　

今
年
２
月
の
推
薦
取
り
下
げ
以
降
、

イ
コ
モ
ス
の
助
言
に
よ
り
内
容
を
見
直

し
た
。
禁
教
期
に
焦
点
を
当
て
ら
れ
、

田
平
天
主
堂
が
除
外
と
な
っ
た
が
地
域

の
重
要
な
遺
産
で
あ
る
。
関
係
機
関
と

連
携
し
活
用
を
進
め
る
。
12
月
に
は
文

化
審
議
会
が
あ
り
、
１
月
の
閣
議
了
解

を
経
て
、
２
月
１
日
ま
で
に
推
薦
書
を

ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
す
る
。

　　
こ
れ
ま
で
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
。

　
　

　

28
年
度
は
引
き
続
き
教
会
守
を
設
置
、

春
日
集
落
の
散
策
ル
ー
ト
舗
装
や
宝
亀

教
会
の
道
の
拡
幅
工
事
を
し
、
春
日
集

落
拠
点
施
設
整
備
は
補
助
交
付
決
定
を

待
っ
て
い
る
。
生
月
地
区
は
キ
リ
ス
ト

教
文
化
遺
産
が
多
く
あ
り
、
特
に
殉
教

地
の
ガ
ス
パ
ル
様
は
、
中
江
ノ
島
の
眺

望
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、
新
年
度
に
向

け
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
を
目
指
す
。

　　

子
育
て
支
援
、出
産
育
児
環
境
対
策

の
更
な
る
充
実
へ
の
取
り
組
み
を
。

　　

安
心
出
産
支
援
事
業
な
ど
行
な
っ
て

き
た
が
、
今
後
も
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
環
境
整
備
の
充
実
に
取

組
む
。

　　

ま
き
網
漁
業
の
船
員
確
保
に
つ
い
て

支
援
制
度
と
行
政
支
援
を
。

　　

現
在
、
市
内
６
船
団
の
乗
組
員
が
３

０
１
人
で
あ
り
、
う
ち
市
外
出
身
46
人
、

外
国
人
乗
組
員
27
人
で
あ
る
。
市
に
は
、

ま
き
網
漁
業
後
継
者
確
保
の
た
め
に
奨

学
金
制
度
が
あ
る
。
卒
業
後
５
年
間
継

続
し
て
勤
務
し
た
方
に
対
す
る
制
度
で

あ
り
、
趣
旨
を
十
分
理
解
し
た
上
で
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

　　

継
続
的
な
雇
用
で
大
事
な
の
は
地
元

で
あ
る
。
地
域
の
中
で
ま
き
網
業
を
支

え
る
機
運
の
醸
成
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
国
は
５
年
後
の

漁
業
所
得
を
10
％
以
上
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
各
漁
協
に
地
域
浜

プ
ラ
ン
・
広
域
浜
プ
ラ
ン
の
策
定
を
推

進
し
て
い
る
。
本
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　　

現
在
、
平
戸
市
水
産
振
興
協
議
会
が

核
と
な
り
、
浜
プ
ラ
ン
の
策
定
を
契
機

に
、
行
政
・
漁
協
・
関
係
団
体
が
一
丸

と
な
り
課
題
解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。

　

結
果
、
平
戸
魚
市
場
を
活
用
す
る
方

針
が
提
案
さ
れ
、
ト
ビ
ウ
オ
を
活
用
し

た
販
売
拠
点
化
を
推
進
し
た
。

　

そ
こ
で
各
漁
協
が
自
発
的
に
拠
点
出

荷
を
行
な
っ
た
結
果
、
ト
ビ
ウ
オ
の
魚

価
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
成
功
事
例
を

参
考
に
、
平
戸
魚
市
場
の
施
設
の
整
備

を
含
め
有
効
な
振
興
策
を
関
係
団
体
と

連
携
し
、
具
体
的
に
広
域
浜
プ
ラ
ン
を

実
践
し
て
い
く
。

　

　

近
年
、
異
常
気
象
や
温
暖
化
、
乱
獲

や
藻
場
喪
失
に
よ
る
産
卵
・
育
成
場
の

縮
小
な
ど
生
育
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
特
に
、
お
と
と
し
の
真
ダ
コ
不

漁
は
こ
れ
ま
で
に
は
無
い
出
来
事
で
あ
っ

た
が
、
漁
礁
投
入
と
は
違
っ
た
増
殖
策

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　　

平
戸
市
の
沿
岸
漁
業
者
に
と
っ
て
真

ダ
コ
は
重
要
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。

　

先
般
、
県
水
産
試
験
場
を
招
き
、
地

元
の
タ
コ
つ
ぼ
業
者
と
意
見
交
換
を
行

い
、
素
焼
き
タ
コ
つ
ぼ
の
産
卵
所
と
し

て
の
有
効
性
や
適
地
の
検
証
、
さ
ら
に

は
漁
業
者
と
の
資
源
管
理
に
関
す
る
普

及
啓
発
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

新
年
度
に
お
い
て
何
ら
か
の
実
証
事
業

を
検
討
し
た
い
。

　　

遊
休
財
産
（
市
有
地
）
の
売
却
は
、

条
例
、
規
則
に
そ
っ
て
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
と
思
う
が
、
面
積
・
形
状
・

場
所
に
よ
っ
て
は
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
と

思
う
が
。

　　

市
が
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
財
産
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
不

利
益
に
な
ら
な
い
売
却
に
努
め
た
い
。
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平成28年12月定例会、11名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成28年12月定例会

●
利
用
者
目
線
に
よ
る
各
種
窓
口
等
の
整
理
統
合
と
機
能
ア
ッ
プ
を
！

●
市
長
が
原
発
事
故
避
難
計
画
は
不
十
分
と
認
め
る　

　

そ
れ
な
ら
ば
玄
海
原
発
の
再
稼
動
に
反
対
を　

●
子
ど
も
の
貧
困
解
決
へ・・・
就
学
援
助
制
度
を
改
善
へ　

●
市
の
非
常
勤
職
員
も
育
児
休
業
が
可
能
に　

●
世
界
遺
産
・
タ
イ
ト
ル
変
更
後
の
受
入
れ
体
制
は
？

●
子
育
て
支
援
・
育
児
出
産
の
充
実
を　

●
遠
洋
漁
業
・
ま
き
網
漁
業
の
現
状
と
課
題　

●
平
戸
市
の
水
産
振
興
策
を
探
る　

●
遊
休
財
産
（
市
有
地
）
の
有
効
活
用
策
は
？


